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第４回宇宙輸送小委員会
令和５年８月７日（月）13：30-15：00

内閣府宇宙開発戦略推進事務局 大会議室

我が国の宇宙輸送の将来像実現にむけた
アカデミアからの提言

名古屋大学

未来材料・システム研究所

笠原 次郎
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次期基幹ロケット

・基幹ロケットに相応しい余裕のある設計（思い切ったリソース投入）
Ｈ３の２段はＨ２Ａと同じ。イプシロンのRCS用の推進剤タンク

・技術は、人から人へ受け継がれるので、絶えず開発が必要
・設計は向こう三軒両隣まで掃除するつもりで（名大松山特任教授）

新既開発の頻度が高ければ、設計法も受け継がれる
・固体ロケットはペンシルロケット（東大）から

内之浦の宿泊施設では、家族同然の扱いを受けた
・液体ロケットも宇宙研（東大）で実験開始 棚次先生

機体再使用技術
・再使用観測ロケットRV-X
・Space-X、Blue Originより早い開発スタート
・稲谷教授から、観測ロケットによる、デトエーションエンジンの飛行実証
をすすめられる。

有翼形態飛翔技術
・ＡＴＲＥＸエンジン（米国が注目した極超音速エンジン）
・戦後はじめて日本が米国を引き離した瞬間に立ち会う。
（超音速エンジン分野の師弟研究者に技術は、受け継がれている）
・棚次教授から、デトネーションエンジンの滑走試験をすすめられる。
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再使用観測ロケットRV-X

https://www.kenkai.jaxa.jp/research/rvx/rvx.html
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JAXA
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The Detonation Engine System Flight Model (DES-FM) of the S-520-31 souding rocket was completed. It 
was confirmed that 530 N of thrust and 1.5 m/s2 of flight acceleration could be achieved by RDE operation.

DES-FM

Digital camera
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Goto et al., Journal of Spacecraft and Rocket, 2022, published online



Environmental tests (dynamic balance test, vibration/shock test) and combustion test were 
conducted to confirm the soundness of the system. High-pressure gas filling equipment (crane, 
balance, manufacturing) was fabricated to enable gas filling at the launch site.

D/B test

Completed D/B 
adjustment for 
DES alone.

vibration/shock test

The soundness 
of the DES 
structure was 
confirmed.

Gate type crane

DES Weighting tool

Mass 
measurement 
formation

High pressure gas filling equipment (crane, balance, manufacturing) At 
the Shiraoi test facility, we actually operated the equipment and 
confirmed its function.

DES

Mobile high-pressure gas facilities

High-
pressure gas 
filling 
formation
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JAXA Sounding Rocket S-520-31 
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Launch of JAXA Sounding Rocket S-520-31 
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Analog Camera Movie

Second stage separation
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Digital Camera Movie
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・米国航空宇宙学会（AIAA）内にデトネーションエンジン(PGC)技術委員会が設立・
NASA等国立研究所、 全航空宇宙機エンジンメーカー、大学多数（委員数規定越）。
AIAA SciTech2023でデトネーションエンジンセッション数は15（過去最多, 5日間）。
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132024年7月打ち上げ予定 液体推進剤RDE

第２回目の宇宙飛行の機会
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ATREX エンジン
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http://www.iadf.or.jp/document/pdf/24-4.pdf

極超音速旅客機の実現に向けた研究開発

JAXA/ISAS
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rotating detonation engine

O2 cylinder
C2H4 cylinder

N2 cylinder

5 inch gauge rail

pre-detonator

The first rocket sled test of RDE toward practical use

RDE rocket sled
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sled test The sled test succeeded, the sliding length was 70 m 18



２０１８年７月には米国機械学会（会員12万人）のMechanical Engineering magazine
特集ページにて本プロジェクトが見開き写真で紹介。
(ASME Mechanical Engineering magazine 2018 July)

「革新的なエンジンサ
イクル登場」

というキャッチコピー
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推進系技術
大推力エンジン高性能化技術
液体水素エンジン
液化メタンエンジン
固体モーター
エアブリージングエンジン
デトネーションエンジン

どれも重要である。

ポイントは、仕組み（土台、インフラ、フレームワーク）があること。

これまで
・ファンド：JAXA戦略的開発経費、NEDO、JSPS科研費、共同研究

輸送系のシステム開発のためには、資金規模は足らない
・ミッション：JAXA/ISAS観測ロケット実験、ISS利用、JAXA革新的衛星実証

軌道上へ到達する実証機会がない
これから

・ファンド：宇宙輸送系のミッション用のファンドを立ち上げるべき。
・上記の推進系技術の飛行実験用のミッション公募を立ち上げるべき。

宇宙飛行ミッションは、最大の若手教育の場でありコミュニティを形成可能。

20



21

RCS

キックモーター

PBS

ＪＡＸＡ研究開発本部と軌道上ミッションを立ち上げる
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デトネーションエンジンのコミュニティ
（IWDP/ICVDCW 2022 at Berlin）



・宇宙輸送系として「勝てる」プロジェクトが重要。

・革新的な新技術・システムの芽を育てる。

・システムとしての滑走試験、飛行試験が大きなインパクト

をもたらし、世界的なコミュニティが育つ。

・欧米を圧倒的にリードすべき（追いつく気にさせない）。

・飛行ミッションを立ち上げる（申請書が書ける）仕組みが重要

24
まとめ



25宇宙ミッションのための「申請書」
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